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かえつ有明中・高等学校 

ブランディング・広報部長 宇野岳史 

総出願者数が、帰国生入試では２０２４年度４４５名・２０２５年度３０７名・２０２６年度３０５名へ、一般入試では２０２４

年度 2,087 名・２０２５年度 1,832 名・２０２６年度 1,996 名へと推移しています。帰国生入試では、初回試験日

（11/20）や合格の出し方（レベルの異なる英語クラス Honors と Advanced を同じ試験で募集する）など変更点が

ありました。一般入試では、本校を、「安全校」もしくは「チャレンジ校」として志願される受験生が増加しました。２０２５

年度に、主体的に学ぶ習慣を身につける「セルフラーニングセンター（放課後自習室）」や、ダイアローグルームの機能

を備えて心と身体を支える「ウェルネスセンター」を設置しました。その充実した施設や機能から、生徒一人ひとりを手

厚く支えてくれる、安心・安全の学びの場としてのイメージがさらに明確になったようです。 

メール等で頂いた受験生保護者の感想を以下に一部抜粋することで、本校の特徴をご紹介します。 

・自由で生徒主体の校風が子供に合っていると思い、また時代の変化に柔軟な学校のあり方に興味を持ちました。帰

国生が約３割と多く、海外大学推薦制度や在学中の留学のしやすさも良いと思いました。 

・風通しの良いサイエンス科やプロジェクト科の授業などで、自分の発想を積極的に発言し、それに対して深く話し合う

ことを日常的に行うことで、友達と互いに自身を高め合える事を期待しています。 

・いくつかの学校に見学や入試で行きましたが、かえつほどの温かさのある学校はありませんでした。入試当日も、校長

先生、広報の先生、カウンセラーの温かいお言葉、そして合唱部のパフォーマンス、すべてに感激しっぱなしでした。親の

私も思っていたことではありますが、子どもにも（子ども目線でも）かえつの素晴らしさが伝わっていました。 

・かえつ有明が、人気を高めることにおごらず、課題を常に考え、先生方一人ひとりが考え続ける、新たに取り組み続け

ることをとても頼もしく思い、ぜひこの学校に行かせたい、保護者としてもこういう教育に関わりたいと思いました。 

・広々とした人工芝のサッカーグラウンドが印象的で、東京２３区内とは思えない、明るくて開放的なキャンパスです。抜

け感があり、学校らしい学校で、のびのびと成長できそうです。図書館ドルフィンや芸術棟ブルームも、魅力的です。 

・いつも広報部 Instagram を楽しく拝見しています。他校にはない視点で情報発信してくださるのでありがたいです。

笑ってしまうゆるい投稿やリアルな日常がほぼ毎日投稿されていて、投稿をチェックするのが日課となっています。 

・広報部の「私たちは受験生の担任です」という言葉に助けられました。ありがとうございました。迷うことが多く、何をど

うすれば、何をどう考えれば、どう決めればいいのか？となったときには、いつでも質問できることがよかったです。頼れ

る先があるのは受験生の親にとってはとても安心感があると思います。 

・他の学校よりもオンライン説明会や見学会の開催回数（ほぼ毎週開催）が多く、また毎日のように投稿される

Instagram を通して受験生への情報発信を積極的にされていて、先生や生徒さんが自然に受験生親子との距離感を

積極的に詰めてくださっており、ホスピタリティーの高い学校であるというのが伝わってくる。 

・入試後の Instagram を見ていて、そのメッセージにとても励まされました。入学が決まった方だけでなく、不合格で悔

しい思いをしている親子に対しても、最後まで励まし、支えてくださったことに心より御礼申し上げます。 

２科４科型入試は４回ありますが、すべて受験して残念ながらすべて不合格だった受験生（約４５名・３日午後特待入

試受験者数の約２０％）もいますので、入試広報担当として、苦しい思いもしています。２科受験については、年々志願者

数も合格者数も少なくなっているので、今後そのあり方を慎重に検討します。今年度の併願校は、以下の通りです。 

帰国生入試：①三田国際科学学園②サレジアン国際学園世田谷③広尾学園小石川④開智日本橋⑤広尾学園 

一般入試：①芝浦工業大学附属②三田国際科学学園③芝国際④青稜⑤サレジアン国際学園 

出願者の居住エリアについては、湾岸エリア（豊洲・新浦安・海浜幕張・品川・大井町・川崎・横浜など）が増えてい

るとよく言われますが、実際は武蔵小杉周辺をはじめとして通学片道１時間程度の在校生がほとんどです。 

入試当日の保護者ガイダンスでは、その場で生まれる共感的なあたたかい雰囲気から、涙を流される保護者がいら

っしゃいます。この場に立ち会う我々教職員も、幸運を願わずにはいられません。かえつ有明のブランディング・広報部は、

これからも「受験生の担任」として、すべての受験生とご家族さまを支えます。 


